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　 富山カラーリング株式会社は、日常の生産業務、営業・配達業務を通じて、

省資源、省エネルギー、廃棄物削減等環境負荷の低減に配慮した環境経営を

積極的に取り組むことにより、「最適生産・最適消費・最小廃棄」の持続可能な

循環型社会の構築に貢献する。

１．業務活動が環境に与える環境負荷を把握・評価し、環境目的・目標を定め、

　　継続的に環境負荷の低減に努める。

２．環境関連法規・条例およびその他の規制要求事項を遵守し、さらにできる限り

　　高い自主基準を設定しその達成に努める。

３．全員参加による環境経営システムの構築と実施 、およびシステムの継続的

　　改善に努める。

４．日常の業務や会議を通じて、環境方針・環境経営システムの周知徹底を図り、

　　全社員に環境意識の向上を図る。

５．全員参加による３Ｒ推進活動、および生産性向上への取り組みを行い、省資

　　源、省エネルギー、廃棄物の削減、並びにリサイクルに努める。

６．環境配慮型商品の販売を通して地球環境の改善に努める。

７．この環境方針は、ホームページ等を通じて社内外に公開する。

　　　　　２００８年　１０ 月　２７ 日
　　　　　２０２０年　　９ 月　　１ 日見直し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　富山カラーリング株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　余 西　徹 哉　　　　　　

１．        環境経営方針

環 境 経 営 方 針
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　　２０２３年　９月１日現在

２．環境組織図

役割・責任・権限
代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間を用意

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標の設定を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認
環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・法規制等の要求事項登録簿を承認

・環境活動実施計画書を承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境活動レポートの確認
環境事務局 ・環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成

・環境目標・環境活動実施計画書原案の作成

・環境活動実施計画の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)
部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・特定された項目の手順書作成及び運用管理
・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・EA21について決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

代表取締役
余西 徹哉

総括・業務部門
経理部長 余西 京子

他 １名

製造・品質管理部門
部長 野澤 行信

他 ９名

エコアクション委員会
事務局 出口 秀夫

営業・開発部門
部長 松井 久統

他 １名

環境管理責任者

余西 謙悟
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生産高 979.2

売上高 187.8

従業員数 17

床面積 1,873

　　　　　　　　　　　　　　Ｅ‐mail　toy-tck@knei.jp

３．事業の概要

　（１）会社概要

　　　　社　名　　富山カラーリング株式会社

　　　　代表者名　余西　徹哉

　　　　設　立　　１９８８年６月２０日

　　　　資本金　　３,２００万円（２０１２年４月増資）

　　　　所在地　　富山市婦中町外輪野１４５２番地

　（２）事業内容　（　取組み範囲　）

　　　　・各種合成樹脂の着色･改質、及びリサイクル加工

                ・パージ材及び着色ペレットの製造・販売、各種顔料・添加剤の販売

　（３）事業規模

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

トン 1,127.9 1,010.3 1,050.7

百万円 194.4 191.1 187.9

人 17 17 17

㎡ 1,873 1,873 1,873

＊基準年：2019年度

　　（４）環境管理責任者及び担当者

　　　　　　責任者　　余西　謙悟

　　　　　　担当者　　出口　秀夫

　　　　連絡先　　ＴＥＬ　０７６－４６９－４２０１(代表)

　　　　　   　　　　ＦＡＸ　０７６－４６９－５５７１

     　　　 　　　　　　　　   ＵＲＬ　　http://www.toyama-tck.com
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➀環境経営目標（中期）

電力使用量 329,003
100％

電力による二酸化
炭素削減/参考

173,056
100％

ｶﾞｿﾘﾝ使用量

ｶﾞｿﾘﾝによる二酸化
炭素削減/参考

3,758
100%

軽油使用量

軽油による二酸化
炭素削減/参考

6,907
100%

暖房灯油使用量

暖房による二酸化
炭素削減/参考

二酸化炭素
総排出量/参考

186,123

（排出物）

紙類排出量
（有価物）

1,390
100%

産業廃棄物
20,600
100%

水使用量
8,134
100%

環境配慮型商品の販売
（新商品の試作）

環境配慮型商品の販売
（新商品の使用依頼）

＊使用電力の排出係数0.526（北陸電力、2018年度調整後係数）を使用する。

2,632
100%

１以上
100％

１以上
100％

４．        環境経営目標と達成状況

　項  目
基準年

（2019年度）
2021年度
（目標）

2022年度
（目標）

2023年度
（目標）

㎏-CO2
(基準年比）

173,056
173,056

100%
173,056

100%

㎏-CO2
(基準年比）

3,758
3,758
100%

3,758
100%

1,619
100%

6,907
100%

㎏-CO2
(基準年比）

2,402
2,402
100%

2,402
100%

964
100%

964
100%

2,402
100%

186,123

ｋｇ 1,390
1,390
100％

1,390
100%

ｋｇ
20,600 20,600

100％
20,600
100%

㎥ 8,134
8,134
100％

8,134
100%

件 1以上
１以上
100％

１以上
100％

件 1以上
１以上
100％

１以上
100％

＊新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽの影響を除くと売上増加傾向が継続しており、基準年以内の排出量、使用量を目指す。

＊化学物質は使用しておりません。

1,619
100%

L
(基準年比）

kwh
(基準年比）

329,003
329,003

100%
329,003

100%

L
(基準年比）

1,619
1,619
100%

964
100%

㎏-CO2 186,123 186,123

2,632
2,632
100%

2,632
100%

L
(基準年比）

964

㎏-CO2
(基準年比）

6,907
6,907
100%
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②排出量の実績

項      目

kg-CO2 係数：0.526

電力使用量　※ kg-CO2 係数：0.526

自動車燃料計

廃棄物排出量削減

一般廃棄物（紙以外）排
出量

紙類排出量（有価物）

産業廃棄物（廃プラ他）

水使用量

上水道使用量

地下水使用量

   　　　　＊１　　一般廃棄物に関しては、データを取ってありません

(基準年）

単位 2019年度実績 2021年度実績 2022年度実績 2023年度目標

二酸化炭素排出量　※ 186,123.1 184,566.1 175,708.2 186,123.1

173,055.6 173,188.1 163,760.6 173,055.6

kwh 329,003.0 329,255.0 311,332.0 329,003.0

kg-CO2 10,665.3 8,150.9 8,070.1 10,665.3

ガソリン

kg-CO2 3,758.1 1,548.1 1,721.0 3,758.1

L 1,618.7 666.8 741.3 1,618.7

軽油

kg-CO2 6,907.3 6,602.8 6,349.1 6,907.3

L 2,632.0 2,516.0 2,419.3 2,632.0

暖房器用
　　　　　燃料

kg-CO2 2,402.2 3,227.0 3,877.4 2,402.2

L 964.0 1,295.0 1,556.0 964.0

kg 21,990.0 19,160.0 16,650.0 21,990.0

kg ― ― ― ―

kg 1,390.0 810.0 1,000.0 1,390.0

kg 20,600.0 18,350.0 15,650.0 20,600.0

ｍ３ 8,134.0 9,635.0 8,729.0 8,134.0

ｍ３ 8,134.0 9,635.0 8,729.0 8,134.0

ｍ３ 0.0 0.0 0.0 0.0

　　　　　 ＊２　　使用電力の排出係数0.526（北陸電力、2018年度調整後係数）を使用する。

　　 　＊３　化学物質の使用はない。
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③環境経営目標と達成状況

項      目
単 評

2023年度目標
(2019年度比）

位
目標
率

目標値 実績 価目標率 目標率

% 100% 94.4 % ○ 100.0%

kg-CO2 186,123 175,707 186,123

電力使用量削減　※１ % 100% 94.6 % 〇 100.0%

kg-CO2 173,056 163,761 173,056

kwh 329,003 311,332

自動車燃料削減 % 100% 75.7 % ○ 100.0%

kg-CO2 10,665 8,069 10,665

% 100% 45.8 % ○ 100.0%

ガソリン kg-CO2 3,758 1,720 3,758

L 1,619 741

% 100% 91.9 % 〇 100.0%

軽油 kg-CO2 6,907 6,348 6,907

L 2,632 2,419

暖房器用 % 100% 161.4 % × 100.0%

燃料の削減        灯油 kg-CO2 2,402 3,877 2,402

L 964 1,556

廃棄物排出量削減 % 75.7 % 〇 100.0%

kg 21,990 16,650 21,990

一般廃棄物（紙以外） % %

排出量削減 kg

紙類排出量削減 % 100% 71.9 % 〇 100.0%

kg 1,390 1,000 1,390

産業廃棄物 % 100% 88.2 % 〇 100.0%

（混合）削減 kg 8,050 7,100 8,050

産業廃棄物 % 100% 68.1 % 〇 100.0%

（廃プラ）削減 kg 12,550 8,550 12,550

水使用量の削減 % 100% 107.3 % × 100.0%

ｍ３ 8,134 8,729 8,134

上水道使用量の削減 % 107.3 % × 100.0%

ｍ３ 8,134 8,729 8,134

地下水使用量の削減 % ー % 100.0%

ｍ３ 0 0 0

工業用水使用量削減 % %

ｍ３ ― 0 0

新商品の試作 件 1 1 100 % ○ 100.0%

新商品の使用依頼 件 1 2 200 % ○ 100.0%

　　　　　 ＊２　　使用電力の排出係数0.526（北陸電力、2019年度調整後係数）を使用する。

2019年度
実績（基準年）

環境活動実施期間実績
（2022年６月⇒2023年５月）

一年 実績値/目標値

二酸化炭素排出量削減　※１
186,123

173,056

329,003

10,665

3,758

1,619

6,907

2,632

2,402

964

21,990

1,390

8,050

12,550

8,134

8,134

0

0

環境配慮商品の販売促進

1

1

注） 　＊１　2020年度以降の目標値は2019年度の実績を基準として設定する。(売上増への対応とする。）

　　 　＊３　化学物質の使用はない。
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④環境経営目標と達成状況　（売上原単位による比較）

項      目 単 評
2023年度目標
(2019年度比）

（売上原単位） 位
目標
率

目標値 実績 価目標率 目標率

% 100% 97.3 % 〇 98.0%

kg-CO2／百万円 944.79 919.45 926.3

電力使用量削減 % 100% 0 97.6 % 〇 98.0%

kg-CO2／百万円 878.45 856.94 861.2

kwh／百万円 1,670.07 1,657.78

自動車燃料削減 % 100% 78.0 % ○ 98.0%

kg-CO2／百万円 54.14 42.22 53.1

% 100% 47.2 % ○ 98.0%

ガソリン kg-CO2／百万円 19.08 9.00 18.7

L／百万円 8.22 3.95

% 100% 94.7 % 〇 98.0%

軽油 kg-CO2／百万円 35.06 33.22 34.4

L／百万円 13.36 12.88

暖房器用 % 100% 166.4 % × 98.0%

燃料の削減        灯油 kg-CO2／百万円 12.19 20.29 12.0

L／百万円 4.89 8.29

廃棄物排出量削減 % 79.4 % 〇 98.0%

kg／百万円 111.62 88.66 109.4

一般廃棄物（紙以外） % %

排出量削減 kg／百万円 0.00

紙類排出量削減 % 100% 75.5 % 〇 98.0%

kg／百万円 7.06 5.32 6.9

産業廃棄物 % 100% 92.5 % 〇 98.0%

（混合）削減 kg／百万円 40.86 37.81 40.1

産業廃棄物 % 100% 71.5 % 〇 98.0%

（廃プラ）削減 kg／百万円 63.71 45.53 62.5

水使用量の削減 % 100% 112.6 % × 98.0%

ｍ３／百万円 41.29 46.48 40.5

上水道使用量の削減 % 100% 112.6 % × 98.0%

ｍ３／百万円 41.29 46.48 40.5

地下水使用量の削減 % %

（使用中止） ｍ３／百万円 0 0.00 0.0

工業用水使用量削減 % %

ｍ３／百万円 ― 0.00

新商品の試作 件 1 1 100 % ○ 100.0%

新商品の使用依頼 件 1 2 200 % ○ 100.0%

2019年度
実績（基準年）

環境活動実施期間実績
（2022年６月⇒2023年５月）

一年 実績値/目標値

二酸化炭素排出量削減

944.79

878.45

1,670.07

54.14

19.08

8.22

35.06

13.36

12.19

4.89

111.62

7.06

40.86

63.71

41.29

41.29

0

0

環境配慮商品の販売促進

1

1

注）　　　＊１、　2020年度以降の目標値の設定は、2019年度実績を基準とし、設定した

　　　　　 ＊２　　使用電力の排出係数0.526（北陸電力、2018年度調整後係数）を使用する。

　　 　＊３　化学物質の使用はない。
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５．        主要な環境経営計画の内容・取組結果の評価

活動計画 達成状況／問題点／是正 全体評価／見直／指示 次年度活動計画

電力節減対策説
明

・不用照明の消灯

目標数値を達成した。
最重要事項であり、製
造会議、営業会議、各
種ﾐｰﾃｲﾝｸﾞで節電の徹
底を共有化する。

引き続き、最重要項目で
ある電力節電対策に全
社をあげ取り組む。

・不用照明の消灯

・エアコンの設定標準化 ・エアコンの設定標準化

・ウオームビズ・クールビズ ・ウオームビズ・クールビズ

・機器の空運転防止 ・機器の空運転防止

・高効率設備に取り換え ・高効率設備に取り換え

・保守点検の適正化 ・保守点検の適正化

自動車燃費削減
対策説明

・アイドリングストップ
ガソリン車・軽油車とも
に目標を達成した。但
し、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽによ
る需要の減少も一部に
あり、更に効率的運行
により使用量削減を目
指す。

今後も省エネ運転を推
進し、効率的配送により
目標の達成へ継続的に
取り組む。

・アイドリングストップ

・急発進・急停止禁止 ・急発進・急停止禁止

・冷暖房の適正使用 ・冷暖房の適正使用

・不用物の積載禁止 ・不用物の積載禁止

・タイヤ空気圧の適正化 ・タイヤ空気圧の適正化

・低燃費車の使用 ・低燃費車の使用

・公共交通機関の利用 ・公共交通機関の利用

暖房器燃料削減
対策説明

・使用時間の規制
目標を達成できず。暖
房と洗浄を区分して管
理を実施している。諸会
合で周知している。

適正温度について、情
報交換を密にして、原因
の把握と対策を協議す
る事。

・使用時間の規制

・適正温度の厳守 ・適正温度の厳守

・高効率機器の導入 ・高効率機器の導入

紙類排出量削減
対策の説明

・コピー用紙の削減

目標を達成した。打合
せ時の資料厳選等削減
項目を絞り出し、着実な
成果につなげる。

各種会合等により、全員
の意識を高め、さらなる
推進に努める。ﾘｻｲｸﾙ可
能品は確実に回収に繋
げる。

・コピー用紙の削減

・新聞・雑誌・チラシ
回収、不要紙検討

・新聞・雑誌・チラシ
回収、不要紙検討

・段ボール回収 ・段ボール回収

・包装紙回収

・節水対策 ・節水対策

・包装紙回収

産業廃棄物の排
出量削減の説明

・再資源化実施
目標を達成した。再資
源化と新規資源回収先
調査の必要性あり。

ロス減少と再資源化を推
進し、新製品の工程にも
立入り対策を検討する
事。

・再資源化実施

・分別回収 ・分別回収

・パンフレットによる
性能紹介

・ﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙによる
対外紹介

・ﾀﾞｲﾚｸﾄﾒｰﾙによる
対外ｱﾋﾟｰﾙ

・実用使用企業の
開拓

上水道使用量削
減対策の説明

・漏水防止 目標達成できず。作業
指示書に水量管理項目
を記載し節水に努める。

作業現場の水管理を徹
底し、節水対策をより強
化する。

・漏水防止

環境配慮商品の販
売促進

・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄによる性
能のｱﾋﾟｰﾙ 性能差を評価する得意

先を開拓できた。ｻﾝﾌﾟﾙ
製品の実証試験を依頼
中である。

製品改良に努め、新製
品として販売展開を目指
す。
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要求事項 遵守状況

○

○

○

水質汚濁防止法 河川への排水 ○

消防法 少量危険物の取扱い ○

フロン排出抑制法 業務用ｴｱｺﾝの点検 ○

家電リサイクル法 特定家庭用機器の廃棄

２０２３年９月１日

富山カラーリング株式会社

下水道法 公共下水道への排水

環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、法令違反はありませんでした。

また、過去において関係機関からの指摘及び利害関係者からの訴訟もありま

せんでした。

７．代表者による取り組み状況の評価

２０２２年６月１日～２０２３年５月３１日　活動結果の総括

2020年３月より、新型コロナウイルスによる行動制限を受け、僅かではありますが
売上の減少が続いています。又、2022年２月からのロシアのウクライナ侵攻による原
油や電力料金の高騰もあり,企業運営において変化の激しい中での中期目標３年目の活
動となりました。

全体の活動実績では、総CO2削減と廃棄物排出量は目標を達成しましたが、水使用量
は増加となりました。

個別事項については、自動車燃料であるガソリンの使用量は、昨年度同様、営業自
粛を余儀なくされ、４６％となりました。今後は、新型コロナ５類移行もあり、大都
市圏の得意先及び営業先の訪問受入れ状況により使用量が変動する。軽油は、県内配
達が増加した地域もあったが効率的な配達を心掛け目標を達成した。一方、暖房器用
灯油は、近年の温暖化傾向の中、今年は北陸地方の低温傾向が続き増加となった。適
正な使用を遵守したい。廃棄物排出量はリサイクル利用への促進・見直しを図り、混
合・廃プラ共に、目標を達成した。今後取引先・営業先に環境配慮型トミクリンの使
用を促進すべくニーズを確認し、改良を含め対応を強化する。
２０１６年２月より太陽光発電を導入し、近隣へのアピールに努めつつ、社会のCO2

削減に引き続き取り組みを継続します。

全体として、環境に対する意識は向上し、経済状況不安定の中、総二酸化炭素排出
量は減少しており、活動が定着していると認識します。ＰＤＣＡサイクルを着実に実
行することで、一人一人の意識の底上げにも心がけ、今後の削減目標を達成していき
たいと思います。

６．        環境関連法規の違反の有無

法　　律

廃棄物処理法 産業廃棄物の委託処理

代表取締役　　余西　徹哉
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８．　　その他

　　　　・　現在製造・販売を行っている成型機用洗浄剤『トミクリン』は、顧客において従来使用

　　　　　　の洗浄剤に比べ使用量を減らすことができ、廃棄物の削減にも寄与している。

　　　　　　今後もユーザーの希望に沿う新製品の開発に努める。最近では、臭いと煙の少ない

　　　　　　環境配慮型の開発も実用化の段階で、販売開始得意先もできている。新グレード製

　　　　　　品として販路中で更なる改良に努め、新型コロナ後の経済活動再開に向けて取り組

　　　　　　み中である。

　　　　・　本レポートは、２０２２年６月１日より２０２３年５月３１日までの報告であるが、現在も

　　　　　　活動は継続している。定期的に開催する全体会議・製造ミーティング・営業会議で活

　　　　　　動を具体化している。
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